




















































POシステムはDr． L． L． Weedが工969年に刊行し
重 禮＊
た‘‘Med’ical Record， Medical Education and Pati－
ent Care”の中で提唱した問題志向システムによる診
療記録の新方式である．日野原重明著‘‘POS一医療と
医学教育の革新のための新しいシステム”から引用す
るとWeedの新しい診療記録の様式は，患者の問題
点を中心に理論的に考え，分析し，総合し，計画し，
実行する，そして科学的に監査されるシステム運用の
一つの道具であるという．
 POシステムは基礎データ，問題リスト，初期計画，
経過記録の4つの要素からなる．基礎データには患者
の生活像，病歴，診療所見，検査データを記載し，問
題リストは患者の問題点を箇条書きにする．また初期
計画には診断上または患者の診療上必要な作業計画
を，経過記録にはおのおのの問題点の経過状況を患者
の訴える主観的情報，検査上現われる客観的情報，犀
療従事者の判断，診療方針に分けて記載する．そして．
医師，看護婦，栄養士，ケース・ワーカーなどすべて
の医療従事者が同一のチャートを通して，自ら．ｪ析
し，他から批判されっつ患者の医療に当れるようにく
ふうされている．
 てこのPOシステムはすでにわが国でも数ヵ所
の病院で試査されている．しかしまだチャートの中央
化も不じゅうぶんな病院の多い現状を考えるとき，専
門各科が同時tl■ POシステムを始めるのはかならずし
も容易ではない．私は専門各科洌にそれぞれの情況に
応じてスタートし，やがて病院全体に及ぶようなかた
ちをとるのがとりつぎやすいと考える．
 泌尿器科には先天異常，職業病など患者の生活環境
と関連のある疾患も多い．POシステムは既往歴とは
別に基礎データのなかでpatient profile“患者の横
顔”に重点をおいて，生活像を詳細に記載するシステ
ムである．さらにまた泌尿器科では高齢者が多く合併
症を有する率も高い．POシステムは問題リストにこ
れらを箇条書きにしてリストアップし常に医療従事者
の目にふれさせるシステムである．
 私はいつの日かわが国の泌尿器科にもPOシステム
が導入される日をのぞむものであるが，私自身まず簡
潔な日本語を土台に，ICDと数多くの略語を用いただ
れにでも判読でき『るPOシステムによるチャートを作
成することを数年間の課題にしている．
＊聖路加国際病院泌尿器科医長
